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『
宗
義
決
択
集
』
に
見
る
弘
法
大
師
の
思
想
の
展
開

　
　
　
　

―
「
五
常
引
業
」
を
題
材
と
し
て
―

高
柳
健
太
郎　
　

　

は
じ
め
に

　

執
筆
者
は
、
現
在
、
密
教
文
化
研
究
所
・
南
山
教
学
研
究
会
主
催
の
輪
読
会
に
お
い
て
、『
宗
義
決
択
集
』
を
読
み
進
め
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、『
宗

義
決
択
集
』
は
高
野
山
の
宝
門
の
学
統
を
伝
え
る
論
義
書
で
あ
る
。
そ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
真
言
宗
の
教
理
・
教
学
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
密
教
の

展
開
に
お
い
て
「
論
義
」
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
も
、
考
察
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
研
究
の
成
果
の
一
端
を
本
年
度
（
平
成
二
十
九
年
度
）
の
密
教
研
究
会
に
お
い
て
発
表
し
た
が
、
そ
の
際
に
と
り
あ
げ
た
の
は
「
無
尽
荘
厳

蔵
」
と
い
う
論
則
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
法
身
・
大
日
如
来
は
、
説
法
を
す
る
時
に
装
飾
品
を
身
に
つ
け
る
の
か
？
」
を
問
う
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の

内
容
よ
り
も
、
「
問
答
が
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
形
式
に
お
い
て
、
特
徴
の
あ
る
論
義
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
論
義
に
関
し
て
「
な
ぜ

問
答
が
途
中
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？
」
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
「
論
義
」
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
と
感
じ
た
（
発

表
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
論
文
と
し
て
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
）
。

　

さ
て
、
『
宗
義
決
択
集
』
に
は
他
に
も
「
問
答
が
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
」
論
義
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
「
五
常
引
業
」
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
論
義
の
内
容
を
概
観
し
、
そ
の
上
で
「
な
ぜ
問
答
が
途
中
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？
」
を
検
討
す
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
見
出
せ
る
「
論
義
」
の
あ
り
方
を
提
示
し
、
さ
い
ご
に
、
「
論
義
」
が
密
教
思
想
の
展
開
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
考
察
し
た
い
。

　

１ 

「
五
常
引
業
」
の
概
要

　

今
回
と
り
あ
げ
る
論
則
「
五
常
引
業
」
の
主
題
は
、
儒
教
の
説
く
徳
目
で
あ
る
「
五
常
（
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
）
」
の
実
行
が
、
来
世
に
お
い
て

人
趣
に
生
ま
れ
る
因
と
な
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
き
く
言
え
ば
〈
仏
教
と
外
教
の
関
係
〉
の
問
題
、
も
う
少
し
細
か
く
言
え
ば
〈
仏
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教
以
外
の
教
え
の
遵
奉
に
よ
っ
て
仏
教
的
な
果
報
が
得
ら
れ
る
か
〉
と
い
う
問
題
と
言
え
る
。
こ
の
議
論
に
お
い
て
、
難
方
は
「
五
常
の
実
行
は
人
趣

へ
の
引
業
に
は
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
、
答
方
は
「
…
…
引
業
に
な
る
」
と
主
張
す
る
。

　

議
論
の
展
開
は
以
下
の
通
り
。
ま
ず
難
方
の
主
張
―
―
「
五
常
」
を
説
く
儒
教
は
外
教
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
三
世
の
因
果
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
教
え
は
来
世
に
は
関
わ
ら
な
い
。

凡
そ
五
常
の
教
え
は
、
是
れ
孔
宣 

震
旦
に
出
で
て
述
ぶ
る
所
の
外
教
に
し
て
、
彼
の
儒
教
に
は
未
だ
三
世
因
果
の
理
を
談
ぜ
ず
。
争い

か

で
か
未
来

人
中
の
引
業
と
成
す
と
云
う
可
し
や
。

　

そ
し
て
、
こ
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
『
秘
蔵
宝
鑰
』
「
第
二
愚
童
持
斎
心
」
の
記
述
を
引
用
す
る
。

五
常
と
言
う
は
仁
義
礼
智
信
な
り
。
仁
を
ば
不
殺
等
に
名
づ
く
、
己
をお

も
ん
ぱ
か

恕
っ
て
物
に
施
す
。
義
は
則
ち
不
盗
等
な
り
、
積
ん
で
能
く
施
す
。
礼
は

曰
く
不
邪
等
な
り
、
五
礼 

序
つ
い
で

有
り
。
智
は
是
れ
不
乱
等
な
り
、
審

つ
ま
び

ら
か
に
決
し
て
能
く
理こ

と

わ
る
。
信
は
不
妄
の
称
な
り
、
言
っ
て
必
ず
行
ず
。

能
く
此
の
五
を
行
ず
る
と
き
は
、
則
ち
四
序 

玉
燭
し
、
五
才 

金
鏡
な
り
。
…
…
外
に
は
五
常
と
号
し
、
内
に
は
五
戒
と
名
づ
く
。
名
異
に
し
て

義
融
じ
、
行
同
じ
う
し
て
益
別
な
り
。
（
［
定
弘
全
］
巻
三
、
一
二
〇
頁
。
引
用
は
傍
線
部
の
み
）

　

難
方
の
見
解
に
従
え
ば
、
こ
の
記
述
は
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
と
い
う
。

五
常
・
五
戒
の
行
相 

同
な
り
と
雖
も
、
五
常
は
但
し
現
世
の
美
名
を
飛
ば
し
、
五
戒
は
則
ち
、
近
く
は
人
天
に
趣
き
、
遠
く
は
仏
果
に
趣
く
功
有
り
。

故
に
「
行
同
益
別
」
と
釈
す
。

　

難
方
の
主
張
を
ま
と
め
れ
ば
、
「
五
常
は
あ
く
ま
で
外
教
の
説
で
あ
り
、
実
践
の
内
容
は
同
じ
で
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
は
異
な
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
主
張
に
対
し
て
、
答
方
は
「
実
践
の
内
容
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
当
然
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
も
同
じ
は
ず
だ
」

と
反
論
す
る
。

五
常
・
五
戒
の
行
体
同
な
る
義
、
高
祖
「
行
同
」
の
解
釈
分
明
な
り
。
行
因 
既
に
同
じ
、
感
果 

何
ぞ
別
な
ら
ん
や
。
然
る
に
彼
の
五
戒
は
人
中

の
引
業
な
る
義
は
已
に
一
定
す
、
彼
と
行
同
な
る
五
常
、
何
ぞ
引
業
と
成
ら
ざ
ら
ん
や
。

　

こ
こ
で
は
、
さ
き
に
難
方
が
引
い
た
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
記
述
に
見
え
る
「
行
同
」
と
い
う
言
葉
に
焦
点
を
当
て
て
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い



39　『宗義決択集』に見る弘法大師の思想の展開　―「五常引業」を題材として―（高柳）

え
、
こ
の
よ
う
に
反
論
す
る
場
合
、
当
然
、
同
じ
記
述
の
中
に
見
え
る
「
益
別
」
の
言
葉
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
答
方
は
次
の
よ
う
な
解

釈
を
示
す
。

但
し
大
師
「
益
別
」
と
釈
す
る
文
…
…
は
、
且

し
ば
ら

く
内
外
の
不
同
を
顕
わ
さ
ん
が
為
に
し
て
、
再
論
の
実
義
に
は
非
ざ
る
者
か
。

　

す
な
わ
ち
、
「
益
別
」
と
い
う
の
は
内
教
（
＝
仏
教
）
と
外
教
を
区
別
す
る
た
め
の
仮
の
論
述
で
あ
る
、
と
。
な
お
、
「
五
常
は
外
教
の
説
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
三
世
の
因
果
は
論
じ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
主
張
に
対
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
反
論
す
る
―
―
儒
教
は
確
か
に
三
世
の
因
果
を
論
じ
な
い
が
、

行
為
に
対
し
て
果
報
が
あ
る
の
は
当
然
の
理
で
あ
る
。

儒
教
に
は
三
世
因
果
の
理
を
談
ぜ
ざ
る
が
故
に
当
来
の
引
業
な
る
応べ

か
ら
ず
と
言
う
義
、
一
往
然
り
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
行
は
必
ず
感
果
の
効
能

有
る
が
故
に
、
能
く
五
常
を
行
ず
る
と
き
は
必
ず
当
果
を
感
ず
可
き
理
、
明
ら
か
な
り
。
若
し
行
因
の
み
有
っ
て
得
果
無
く
ん
ば
、
則
ち
因
果
契

当
の
義
に
乖
く
。
故
に
還
っ
て
不
審
な
る
者
な
り
。

　

あ
ら
た
め
て
言
え
ば
、
答
方
の
見
解
は
「
五
常
と
五
戒
と
は
、
そ
の
実
践
内
容
が
同
じ
な
の
だ
か
ら
果
報
も
同
じ
で
あ
る
」
、
要
す
る
に
「
五
常
と

五
戒
は
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
に
尽
き
る
。
こ
う
し
た
見
解
に
対
し
て
、
難
方
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
―
―
「
行
同
」
と
い
う
の
は
「
相

似
」
の
意
で
あ
っ
て
「
全
同
」
の
意
で
は
な
い
、
と
。

五
常
五
戒
同
の
義
、
大
師
の
釈
文 

分
明
な
り
。
但
し
行
相
相
似
す
る
を
以
て
の
故
に
「
行
同
」と
云
う
か
。
爾
ら
ば
解
し
て
全
同
と
為
す
可
か
ら
ず
。

若
し
全
同
に
非
ず
ん
ば
、
五
戒
と
同
じ
く
引
業
と
成
す
と
言
う
こ
と
は
極
成
す
可
か
ら
ず
。

　

こ
の
反
論
に
対
す
る
答
方
か
ら
の
再
反
論
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
「
な
ぜ
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
？
」
の
考
察
が
、
以
下
の
本
稿
で
の
主

題
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
ず
難
方
・
答
方
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

難
方 

・
五
常
を
説
く
儒
教
は
外
教
で
あ
り
、
三
世
の
因
果
を
論
じ
な
い
。

 

・
五
常
と
五
戒
は
、
行
為
は
似
て
い
る
が
、
得
ら
れ
る
利
益
は
異
な
る
。
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答
方 

・
五
常
を
説
く
儒
教
は
外
教
だ
が
、
行
為
に
対
し
て
は
当
然
果
報
が
あ
る
。

 

・
五
常
と
五
戒
は
、
行
為
が
全
く
同
じ
だ
か
ら
、
得
ら
れ
る
利
益
も
同
じ
。

２ 

『
宗
義
決
択
集
』
「
五
常
引
業
」
の
特
徴

　

「
五
常
引
業
」
と
ほ
ぼ
同
じ
主
題
を
扱
っ
た
論
則
と
し
て
、
寿
門
の
論
義
書
で
あ
る
『
杣
保
隠
遁
鈔
』
第
十
六
所
収
の
「
六
心
人
中
引
業
事
」
が
あ
る
。

そ
れ
は
『
大
日
経
』
に
説
か
れ
る
「
六
心
（
種
子
・
牙
・
疱
・
葉
・
敷
華
・
結
実
）
」
と
、
及
び
「
五
常
」
と
が
来
世
に
人
趣
に
生
ま
れ
る
因
と
な
る
か
、

を
問
う
論
則
で
あ
る
。
表
題
の
通
り
主
題
は
一
応
「
六
心
」
で
あ
る
が
、「
五
常
」
に
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
題
は
や
は
り
〈
仏
教
と
外
教
の
関
係
〉

の
問
題
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
議
論
の
展
開
を
確
認
す
る
こ
と
で
「
五
常
引
業
」
の
特
徴
を
検
討
し
た
い
。

　

ま
ず
「
六
心
」
に
つ
い
て
、
『
大
日
経
』
の
記
述
を
引
き
、
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
。

①

愚
童
凡
夫
の
類
は
猶
し
羝
羊
の
如
し
。
或
る
時
、
一
法
の
想
い
生
ず
る
こ
と
有
り
、
い
わ
ゆ
る
持
斎
な
り
。
…
…
是
れ
初
め
の
種
子
善
業
の
発

生
な
り
。
②

復 

此
れ
を
以
て
因
と
為
し
、
六
斎
日
に
於
て
父
母
男
女
の
親
戚
に
施
与
す
、
是
れ
第
二
の
牙
種
な
り
。
③

復 

此
の
施
を
以
て
親
識

に
非
ざ
る
者
に
授
与
す
、
是
れ
第
三
の
疱
種
な
り
。
④

復 

此
の
施
を
以
て
器
量
高
徳
の
者
に
与
う
、
是
れ
第
四
の
葉
種
な
り
。
⑤

復 

此
の
施
を

以
て
、
歓
喜
し
て
伎
楽
の
人
等
に
授
与
し
、
及
び
尊
宿
に
献
ず
、
是
れ
第
五
の
敷
華
な
り
。
⑥

復 

此
の
施
を
以
て
、
親
愛
の
心
を
発
し
て
之
を

供
養
す
、
是
れ
第
六
の
成
果
な
り
。
（
［
大
正
］
一
八
巻
、
二
頁
ｂ
）

　

要
す
る
に
、
布
施
の
対
象
を
徐
々
に
広
げ
て
い
く
次
第
が
「
六
心
」
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
記
述
に
つ
づ
い
て
「
彼 

戒
を
護
っ
て
天
に
生
ず
、
是

れ
第
七
の
受
用
種
子
な
り
」
と
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
六
心
」
は
仏
教
の
戒
を
授
か
る
前
段
階
と
も
言
え
る
。
そ
ん
な
「
六
心
」
及
び
「
五
常
」
に

つ
い
て
、
難
方
は
次
の
よ
う
に
疑
問
を
呈
す
。

凡
そ
五
戒
・
十
善
に
於
て
は
人
趣
の
引
業
と
為
す
事
、
所
々
の
解
釈
分
明
に
候
。
五
常
・
六
心
に
於
て
は
唯た

だ

是
れ
現
世
の
美
名
を
飛
ば
し
、
未
来

の
総
報
を
感
ず
る
事
、
之
無
く
候
。
若
し
六
心
も
人
趣
の
引
業
と
成
り
候
わ
ば
、
五
戒
・
十
善
の
功
徳
と
一
致
な
る
可
く
候
。
左
様
に
候
わ
ば
、

戒
善
は
功
徳
を
失
し
、
内
外
の
得
益
は
混
乱
す
可
く
候
。
（
［
真
全
］
二
〇
巻
、
四
二
八
頁
・
上
）

　

こ
こ
で
は
、
「
六
心
・
五
常
も
来
世
へ
の
引
業
と
な
る
と
し
た
ら
、
仏
教
と
外
教
と
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
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そ
の
「
内
外
の
得
益
」
の
区
別
と
は
―
―
傍
線
部
か
ら
分
か
る
よ
う
に
―
―
「
外
教
は
三
世
の
因
果
を
論
じ
な
い
」
と
い
う
、
「
五
常
引
業
」
に
お
け

る
難
方
の
主
張
と
同
じ
内
容
と
言
え
る
。
そ
し
て
答
方
は
、
こ
の
主
張
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。

六
心 
人
趣
の
引
業
と
成
る
と
い
わ
ば
、
五
戒
・
十
善
と
混
乱
し
、
其
の
不
同
立
つ
可
か
ら
ず
と
聞
こ
ゆ
れ
ど
も
、
五
戒
と
十
善
と
の
不
同
有
る
が

如
く
意こ

こ
ろ
う得

可べ

く
候
。

「
五
戒
と
十
善
と
の
不
同
」
と
は
、
や
や
分
か
り
に
く
い
表
現
で
は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
「
実
践
内
容
は
違
う
が
、
そ
の
得
益
は
同
じ
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
答
方
の
次
の
よ
う
な
主
張
を
見
る
と
、
よ
り
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

①

凡
そ
人
趣
の
引
業
を
明
か
さ
れ
候
に
、
『
大
日
経
』
に
は
六
心
を
説
き
、
釈
迦
の
教
え
に
は
五
戒
を
説
き
、
孔
子
の
教
え
に
は
五
常
を
説
き
候
。

是
れ
則
ち
、
皆
人
乗
の
教
法
に
し
て
、
同
じ
く
人
趣
の
引
業
と
成
る
可
く
候
。
②

其
の
上
、
釈
迦
の
五
戒
に
依
ら
ず
し
て
、
偏ひ

と

え
に
『
大
日
経
』

の
六
心
に
依
っ
て
勤
修
す
る
機
根
は
、
三
悪
に
生
ず
可
か
ら
ず
、
人
趣
に
引
生
せ
ず
、
扨さ

て

何い
ず

れ
の
趣
に
生
ず
可
く
候
や
。
（
同
前
、
同
頁
・
下
）

　

こ
こ
で
は
、
大
き
く
二
つ
の
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

①
六
心
・
五
戒
・
五
常
は
、
そ
れ
を
説
く
主
体
が
違
っ
て
い
る
だ
け
で
、
す
べ
て
来
世
に
人
間
に
生
ま
れ
る
た
め
の
教
え
で
あ
る
。

②
世
の
中
に
は
釈
迦
の
教
え
に
依
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
『
大
日
経
』
の
教
え
に
従
う
人
も
い
る
。
も
し
も
『
大
日
経
』
の
教
説
で
あ
る
「
六
心
」
が
人

趣
へ
の
引
業
で
は
な
い
と
い
う
な
ら
、
そ
う
い
う
人
は
来
世
で
ど
う
な
る
の
か
？

　

総
じ
て
言
え
ば
、
「
得
益
に
関
し
て
は
六
心
・
五
戒
・
五
常
に
違
い
は
な
く
、
そ
の
選
択
は
各
人
の
性
質
に
依
る
」
と
い
う
論
述
で
あ
る
。
こ
こ
で

注
意
す
べ
き
点
は
、
答
方
が
「
外
教
は
三
世
の
因
果
を
論
じ
な
い
」
と
い
う
問
題
に
、
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、

難
方
の
質
問
を
―
―
少
な
く
と
も
、
そ
の
一
部
分
を
―
―
無
視
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
端
的
に
言
っ
て
、
答
方
に
は
難
方
の
質
問
に
答
え
る
必
要
は

な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
答
方
に
と
っ
て
「
六
心
・
五
常
が
人
趣
の
引
業
で
あ
る
こ
と
」
は
自
明
だ
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
「
六
心
・
五
常
は
人
趣
の
引
業
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
の
根
拠
（
厳
密
に
言
え
ば
「
五
常
」
の
根
拠
の
み
で
あ
る
が
）
は
、
「
三
摩
耶
戒
序
」

の
次
の
記
述
で
あ
る
。

我
が
大
師 

薄
伽
梵
、
種
々
の
薬
を
施
し
て
種
々
の
病
を
療
す
。
五
常
・
五
戒
は
即
ち
愚
童
持
斎
の
妙
薬
な
り
。
（
［
定
弘
全
］
五
巻
、
三
頁
。
引

用
は
傍
線
部
の
み
）
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異
生
羝
羊
の
凡
夫
は
、
専
ら
十
不
善
等
の
業
を
造
り
、
三
毒
・
五
欲
の
楽
に
耽
り
、
曾
て
後
身
の
三
途
の
極
苦
に
墜
つ
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
是
の

故
に
真
言
有
智
の
人
、
楽
著
す
可
か
ら
ず
。
愚
童
持
斎
人
乗
の
法
は
、
漸
く
因
果
を
信
じ
て
五
常
・
五
戒
等
を
行
ず
と
雖
も
、
猶
是
れ
人
中
の
因

に
し
て
生
天
の
楽
を
得
ず
。
是
の
故
に
楽
著
す
可
か
ら
ず
。
（
同
前
、
六
頁
。
引
用
は
傍
線
部
の
み
）

　

引
用
さ
れ
た
傍
線
部
で
は
、
「
五
常
」
と
「
五
戒
」
が
並
べ
ら
れ
、
明
確
に
人
に
生
ま
れ
る
因
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
引
用
に

つ
づ
く
地
の
文
で
は
「
孔
子
の
教
え
の
五
常
す
ら
人
中
の
因マ

マ

業
と
成
る
と
見
え
て
候
。
何い

か

に
況
や
『
大
日
経
』
所
説
の
六
心
を
や
。
何
事
ぞ
、
引
業
と

成
ら
ず
と
聞
こ
う
可
く
候
や
（
［
真
全
］
二
〇
巻
、
四
二
九
頁
・
上
）
」
と
述
べ
、
六
心
も
人
趣
の
引
業
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
答
方
は
「
三
摩
耶
戒
序
」
の
記
述
を
根
拠
に
し
て
、
「
六
心
・
五
常
は
人
趣
の
引
業
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
『
杣
保
隠
遁
鈔
』
「
六
心
人
中
引
業
事
」
の
内
容
を
整
理
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　

難
方 

・
六
心
・
五
常
は
現
世
の
果
報
を
得
る
た
め
の
も
の
、
来
世
の
果
報
に
は
関
わ
ら
な
い
。

 

・
六
心
・
五
常
が
人
中
の
引
業
だ
と
し
た
ら
、
五
戒
・
十
善
と
の
区
別
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

答
方 

・
六
心
・
五
常
・
五
戒
の
違
い
は
実
践
内
容
の
み
で
、
そ
の
得
益
は
同
じ
。

 

・
「
三
摩
耶
戒
序
」
に
よ
れ
ば
五
常
は
人
中
の
引
業
、
当
然
、
六
心
も
人
中
の
引
業
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ま
と
め
た
上
で
、
そ
の
内
容
を
「
五
常
引
業
」
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
目
を
惹
く
の
は
、
五
常
と
五
戒
に
お
け
る
〈
実
践
内
容
〉
と
〈
得
益
〉

の
関
係
に
関
す
る
見
解
の
相
違
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
五
常
引
業
」
で
は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
「
行
同
益
別
」
と
い
う
記
述
に
基
づ
い
て
、
実
践
内
容
の
相
似
・

全
同
、
得
益
の
格
別
・
全
同
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
「
六
心
人
中
引
業
」
で
は
難
方
は
こ
の
問
題
に
触
れ
ず
、
答
方
は
実
践
内
容
は
違
う

が
得
益
は
同
じ
、
と
論
ず
る
。
ち
な
み
に
、
「
六
心
人
中
引
業
」
で
は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
件
の
記
述
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　

と
は
い
え
、
こ
こ
で
は
そ
う
い
っ
た
見
解
の
相
違
で
は
な
く
、
議
論
の
展
開
の
相
違
を
問
題
に
し
た
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
「
六
心
人
中
引
業
」

で
は
「
三
摩
耶
戒
序
」
の
記
述
を
根
拠
と
し
て

0

0

0

0

0

「
六
心
・
五
常
が
人
趣
の
引
業
で
あ
る
こ
と
」
が
結
論
さ
れ
た

0

0

0

0

0

。
一
方
の
「
五
常
引
業
」
で
は
、『
秘
蔵
宝
鑰
』

の
「
行
同
益
別
」
と
い
う
記
述
は
―
―
論
述
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
―
―
そ
の
解
釈
が
議
論
の
的
と
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
結
果
的
に
結
論
が
出
さ
れ
な
か
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

。
す
な
わ
ち
、
「
五
常
引
業
」
に
お
い
て
は
空
海
の
著
作
の
解
釈
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
、
本
節
の
主
題
で
あ
る
「
『
宗
義
決
択
集
』
「
五
常
引
業
」
の
特
徴
」
を
述
べ
れ
ば
、
そ
れ
は
〈
空
海
の
著
作
の
解
釈
が
問
題
に
さ
れ
て
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い
る
こ
と
〉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
「
五
常
引
業
」
は
、
ほ
ぼ
同
じ
主
題
を
扱
い
つ
つ
、
空
海
の
著
作
を
無
批
判
に
論
述
の
根

拠
と
す
る
「
六
心
人
中
引
業
」
に
比
べ
て
、
議
論
ら
し
い
議
論
、
緊
迫
し
た
議
論
と
な
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
議
論
か
ら
、「
論

義
」
と
い
う
も
の
の
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
そ
の
考
察
に
入
る
前
に
、
「
六
心
人
中
引
業
」
に
お
い
て
論
述
の
根
拠
と
さ
れ
た
「
三
摩
耶
戒
序
」
が
、
や
は
り
「
五
常
引
業
」
で
も
言

及
さ
れ
つ
つ
、
難
方
か
ら
「
そ
れ
は
根
拠
に
な
ら
な
い
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
述
べ
た
「
五

常
引
業
」
の
特
徴
―
―
議
論
ら
し
い
議
論
と
な
っ
て
い
る
こ
と
―
―
が
、
よ
り
明
瞭
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

３ 

「
三
摩
耶
戒
序
」
の
記
述
へ
の
批
判

　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、「
三
摩
耶
戒
序
」
で
は
「
五
常
」
と
「
五
戒
」
が
並
べ
ら
れ
、
そ
れ
が
「
人
中
の
因
」
で
あ
る
、
と
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
六
心
人
中
引
業
」
で
は
こ
れ
が
論
述
の
根
拠
と
さ
れ
た
こ
と
も
前
述
し
た
が
、
「
五
常
引
業
」
で
も
答
方
の
論
拠
と
し
て
こ
の
記
述
は
引
用
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
答
方
の
主
張
の
決
定
打
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
と
言
う
の
も
、
難
方
は
件
の
記
述
に
つ
い
て
三
つ
の
解
釈
を
示
し
て
批
判
を
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
を
順
番
に
確
認
し
よ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
は
「
三
摩
耶
戒
序
」
の
記
述
に
も
批
判
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
良

い
の
で
、
基
本
的
に
は
そ
の
解
釈
の
正
否
は
問
わ
な
い
。

一
に
云
わ
く
、
五
常
・
五
戒
俱
に
人
中
の
行
な
る
が
故
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

之
を
並
挙
す
。
然
も
其
の
中
に
於
て
人
の
引
業
と
為
る
は
、
唯
是
れ
五
戒
の
み
な
り
。

　

第
一
の
解
釈
は
、
「
人
中
の
因
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
人
趣
に
生
ま
れ
る
因
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
「
人
間
世
界
に
お
け
る
行
為
」

と
い
う
意
味
だ
、と
述
べ
る
（
こ
の
問
題
は
、「
人
中
因
」
と
い
う
言
葉
の
用
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
正
否
の
判
断
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

と
は
い
え
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
は
問
わ
な
い
）
。
そ
の
上
で
、「
人
趣
に
生
ま
れ
る
因
」
と
な
る
の
は
「
五
戒
」
の
み
で
あ
る
、
と
。

つ
づ
い
て
第
二
の
解
釈
。

二
に
云
わ
く
、
『
提
謂
経
』
等
に
五
戒
を
明
か
す
に
、
五
常
の
名
を
以
て
説
く
。
彼
に
準
ず
る
と
き
は
、
則
ち
今
言
う
所
の
五
常
は
是
れ
即
ち
五

戒
な
り
。
而
も
名
字
不
同
な
る
を
以
て
、
並
べ
て
五
常
・
五
戒
と
言
う
な
り
。

　

こ
れ
は
、
「
こ
こ
で
「
五
常
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
「
五
戒
」
の
こ
と
だ
」
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
「
五
常
」
「
五
戒
」
と
い
う
二
つ
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の
言
葉
が
並
べ
て
使
わ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
の
見
解
は
や
や
説
得
力
に
欠
け
る
よ
う
に
感
じ
る
。
と
も
あ
れ
、
第
三
の
解
釈
を
見
よ
う
。

三
に
云
わ
く
、
業
に
於
て
引
満
の
二
業 

之
有
り
。
五
戒
は
正
し
く
人
中
の
引
業
と
成
し
、
五
常
は
満
業
と
作
す
応
し
。
則
ち
引
満
不
同
な
り
と
雖
も
、

俱
に
是
れ
人
中
の
業
因
な
る
が
故
に
人
中
の
因
と
釈
す
。
五
常 

引
業
と
成
る
と
謂
う
に
は
非
ざ
る
な
り
。

　

こ
こ
で
は
「
引
業
」
「
満
業
」
と
い
う
概
念
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
辞
書
的
に
説
明
す
れ
ば
、
「
引
業
」
は
六
趣
の
う
ち
の
ど
こ
に
生
ま
れ
る
か
を
決

め
る
「
業
」
で
あ
り
、
「
満
業
」
は
そ
の
趣
に
お
け
る
性
質
を
決
め
る
「
業
」
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
〈
人
趣
〉
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
「
引
業
」
に
依

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
人
の
中
で
男
女
、
貧
富
、
貴
賤
…
…
の
い
ず
れ
に
生
ま
れ
る
か
は
「
満
業
」
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

「
三
摩
耶
戒
序
」
の
記
述
に
対
す
る
こ
う
し
た
解
釈
の
正
否
は
、
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
「
人
中
因
」
と
い
う
言
葉
そ
の

も
の
が
曖
昧
で
あ
り
、
こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
三
つ
の
解
釈
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
批
判
は
正
当
で
あ
ろ
う
（
ち
な
み
に
、
答
方
は
こ
う
し
た
批
判
に
対

し
て
「
既
に
五
常
・
五
戒
を
並
挙
す
、
何
ぞ
唯
五
戒
の
み
人
中
の
因
な
ら
ん
や
」
と
反
論
し
て
い
る
）
。
要
す
る
に
、
「
三
摩
耶
戒
序
」
の
記
述
を
「
六

心
・
五
常
は
人
趣
の
引
業
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
の
根
拠
に
す
る
こ
と
に
は
批
判
の
余
地
が
あ
り
、
事
実
そ
れ
が
批
判
さ
れ
て
い
る
点
で
『
宗
義
決
択

集
』
「
五
常
引
業
」
に
お
け
る
論
義
は
―
―
『
杣
保
隠
遁
鈔
』
「
六
心
人
中
引
業
事
」
に
比
べ
て
―
―
議
論
ら
し
い
議
論
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

４ 

『
秘
蔵
宝
鑰
』
「
行
同
益
別
」
の
解
釈

　

『
宗
義
決
択
集
』
「
五
常
引
業
」
の
特
徴
が
〈
空
海
の
著
作
の
解
釈
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
〉
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
あ
ら
た
め
て

言
え
ば
、
そ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
外
に
は
五
常
と
号
し
、
内
に
は
五
戒
と
名
づ
く
。
名
異
に
し
て
義
融
じ
、
行
同
じ
う
し
て
益
別
な
り
」

と
い
う
記
述
、
こ
と
に
「
行
同
益
別
」
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
を
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、「
行
為
は
同
じ
で
も
得
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
は
な
い
（
宮

坂
宥
勝
『
空
海
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１
』
六
九
頁
）
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
五
常
引
業
」
の
議
論
に
お
い
て
は
、
答
方
は
「
行
為
は
同
じ
」
な
の
で

あ
れ
ば
、
当
然
「
得
る
と
こ
ろ
」
も
同
じ
は
ず
で
あ
る
と
主
張
し
、
「
益
別
」
と
い
う
の
は
仏
教
と
外
教
を
分
別
す
る
た
め
の
仮
の
説
で
あ
る
と
論
じ
、

一
方
の
難
方
は
、
「
行
同
」
と
い
う
の
は
「
行
為
は
同
じ
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
「
行
為
は
似
て
い
る
」
と
い
う
意
味
だ
と
論
ず
る
。
そ
し
て
、
こ

の
議
論
は
結
論
に
至
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
「
結
論
に
至
ら
な
い
」
と
い
う
の
は
、
よ
り
詳
し
く
言
え
ば
「
難
方
の
質
問
に
、
答
方
が
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
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る
（
論
義
に
お
い
て
は
、
答
方
の
見
解
が
最
終
的
な
結
論
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
）
。
で
は
、
な
ぜ
答
方
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節

で
は
、
そ
の
点
を
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
あ
ら
た
め
て
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
問
題
の
記
述
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
は
「
行
同
」
の
面

に
つ
い
て
、
比
較
的
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
「
五
戒
」
と
は
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
淫
・
不
飲
酒
・
不
妄
語
を
指
す
。
そ
れ
と
「
五
常
」
が
「
行
同
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
『
秘
蔵

宝
鑰
』
で
は
次
の
よ
う
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。

五
常
と
言
う
は
仁
義
礼
智
信
な
り
。
仁
を
ば
不
殺
等
に
名
づ
く
。
…
…
義
は
則
ち
不
盗
等
な
り
。
…
…
礼
は
曰
く
不
邪
等
な
り
。
…
…
智
は
是
れ

不
乱
等
な
り
。
…
…
信
は
不
妄
の
称
な
り
。
（
前
引
）

　

す
な
わ
ち
、
仁
＝
不
殺
生
、
義
＝
不
偸
盗
、
礼
＝
不
邪
淫
、
智
＝
不
飲
酒
、
信
＝
不
妄
語
で
あ
る
、
と
。
さ
て
、
こ
う
し
た
対
応
は
―
―
静
慈
圓
「
弘

法
大
師
の
三
教
思
想
」
（
『
密
教
文
化
』
一
五
〇
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
―
―
『
顔
氏
家
訓
』
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
「
帰
心
篇
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

内
外
の
両
教
は
本
一
体
な
れ
ど
も
、
漸
極 

異
を
為
し
、
深
浅 

同
じ
か
ら
ず
。
内
典
の
初
門
に
五
種
の
禁
を
設
く
る
は
、
外
典
の
仁
・
義
・
礼
・
智
・

信
と
、
皆
之
と
符
す
。
仁
は
不
殺
の
禁
な
り
。
義
は
不
盗
の
禁
な
り
。
礼
は
不
邪
の
禁
な
り
。
智
は
不
淫
の
禁
な
り
。
信
は
不
妄
の
禁
な
り
。
（
四

部
叢
刊
本
に
依
る
）

　

こ
う
し
た
対
応
を
、
難
方
は
「
相
似
」
と
言
い
、
答
方
は
「
全
同
」
と
言
う
。
と
こ
ろ
で
、
「
五
常
」
と
「
五
戒
」
を
対
応
さ
せ
る
形
式
は
こ

の
他
に
も
存
在
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
南
昌
宏
氏
に
よ
る
詳
し
い
解
説
が
あ
る
（
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
『
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
研
究
』
第
一
分
冊
、

二
〇
一
七
年
一
月
）
。
今
、
そ
の
結
論
の
み
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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同
右

智
顗
『
摩
訶
止
観
』

湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』

吉
蔵
『
仁
王
般
若
経
疏
』

法
琳
『
辯
正
論
』

皇
侃
『
論
語
義
疏
』

（
『
十
住
心
論
』
所
引
）　

『
十
住
心
論
』

『
秘
蔵
宝
鑰
』

不
殺
防
木

仁
慈
矜
養
不
害
於
他
、

即
不
殺
戒

憫
傷
不
殺

不
殺
生

愍
傷
不
殺

有
博
愛
之
徳

愍
傷
不
殺

不
殺
等
、
恕
己
施
物

（
殺
）

仁
（
木
）

不
盗
防
金

義
譲
推
廉
抽
己
恵
彼
、

是
不
盗
戒

清
察
不
盗

不
邪
婬

妨
害
不
婬

有
源
断
之
徳

妨
害
不
婬

不
盗
等
、
積
而
能
施

（
盗
）

義
（
金
）

不
飲
酒
防
火

礼
制
規
矩
結
髪
成
親
、

即
不
邪
婬
戒

妨
害
不
淫

不
飲
酒

持
心
禁
酒

有
明
辨
尊
卑
敬
譲
之
徳

故
心
禁
酒

不
邪
等
、
五
礼
有
序

（
淫
）

礼
（
火
）

不
婬
防
水

智
鑑
明
利
所
為
秉
直
中

当
道
理
、
即
不
飲
酒
戒

持
心
禁
酒

不
盗

清
察
不
盗

有
照
了
之
徳

清
察
不
盗

不
乱
等
、
審
決
能
理

（
酒
）

智
（
水
）

不
妄
語
防
土

信
契
実
録
誠
節
不
欺
、

是
不
妄
語
戒

非
法
不
言

不
妄
語

非
法
不
言

有
言
不
虚
妄
之
徳

非
法
不
言

不
妄
之
称
、
言
而
必
行

（
妄
）

信
（
土
）
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こ
の
表
に
よ
っ
て
分
か
る
通
り
、
「
五
常
」
と
「
五
戒
」
の
対
応
は
、
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、

そ
れ
が
『
秘
蔵
宝
鑰
』
と
『
十
住
心
論
』
の
間
で
す
ら
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
―
―
す
な
わ
ち
、
空
海
の
中
で
も
対
応
が
一
定
し
て
い
な
い
こ
と
―
―

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
え
る
と
、
「
五
常
」
と
「
五
戒
」
の
対
応
が
「
全
同
」
で
あ
る
と
い
う
答
方
の
主
張
に
は
問
題
が
あ
り
、
「
相
似
」
で

あ
る
と
い
う
難
方
の
主
張
が
妥
当
な
よ
う
で
あ
る
。

　

結
論
を
言
え
ば
、「
但
し
行
相
相
似
す
る
を
以
て
の
故
に
「
行
同
」と
云
う
か
。
爾
ら
ば
解
し
て
全
同
と
為
す
可
か
ら
ず
」と
い
う
難
方
の
批
判
に
対
し
、

答
方
の
反
論
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
難
方
の
批
判
が
正
当
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
五
常
引
業
」
の
議
論

に
つ
い
て
、
そ
こ
で
は
空
海
の
著
作
の
解
釈
が
問
題
と
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
に
関
し
て
有
益
な
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
た
、
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
先
に
引
い
た
よ
う
に
『
空
海
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１
』
で
は
「
行
同
益
別
」
を
「
行
為
は
同
じ

0

0

0

0

0

で
も
得
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
は
な
い
」
と
翻
訳

し
て
い
る
し
、
ま
た
『
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
研
究
』
で
も
「
行
為
は
同
じ

0

0

0

0

0

で
も
、
そ
の
効
験
は
違
っ
て
い
る
（
九
四
頁
）
」
と
、
同
様
に
翻
訳
し
て
い
る
。

し
か
し
、こ
れ
は
「
行
為
は
似
て
い
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
」
と
し
た
方
が
、
あ
る
い
は
空
海
の
意
図
に
近
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
五
常
引
業
」
の
議
論
に
よ
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
着
想
も
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
実
情
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
難
方
の
見
解
に
よ
っ
て
議
論
が
発
展
す
る
こ
と
は
な
く
、
逆
に
議
論
そ
の
も
の
が
、
こ
の
見
解
が
提
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
中
断
し
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
論
義
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
最
後
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

５ 

『
宗
義
決
択
集
』
に
み
る
論
義
の
あ
り
方

　

『
宗
義
決
択
集
』
に
収
め
ら
れ
た
論
則
の
テ
キ
ス
ト
は
、
実
際
に
行
わ
れ
た
議
論
を
記
録
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
―
―
例
え
ば
、

論
義
の
台
本
と
し
て
で
あ
っ
た
り
、
問
答
形
式
の
教
学
書
と
し
て
で
あ
っ
た
り
、
と
い
う
よ
う
に
―
―
机
上
で
理
論
的
に
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
何
ほ
ど
か
実
際
の
議
論
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
、
今
回
と
り
あ
げ
た
「
五
常
引
業
」
の
よ
う
に
未
完
結
の
議
論

が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
感
じ
ら
れ
る
印
象
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
「
論
義
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
北
川
真
寛
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
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論
義
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
説
や
問
題
点
に
つ
い
て
問
答
を
行
い
、
密
教
教
理
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
学
修
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
側
面
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
敢
え
て
問
・
答
両
者
に
分
か
れ
て
の
一
種
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式
で
問
答
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
（
「
綵
画

形
像
に
つ
い
て
」
『
密
教
文
化
』
二
三
六
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
六
五
頁
）

　

言
い
方
を
換
え
れ
ば
、
論
義
と
は
―
―
疑
問
点
・
問
題
点
の
解
決
を
目
指
す
た
め
の
問
答
で
は
な
く
―
―
教
理
を
学
ぶ
た
め
の
問
答
、
す
な
わ
ち
〈
結

論
あ
り
き
の
問
答
〉
で
あ
る
、
と
（
も
っ
と
も
、
す
べ
て
の
論
義
で
そ
う
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
点
、
北
川
氏
も
「
デ
ィ
ベ

ー
ト
形
式
で
問
答
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

0

0

0

0

0

」
と
留
保
し
て
い
る
）
。
私
は
、
全
面
的
に
こ
の
見
解
に
同
意
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
回
と
り
あ
げ
た
論
則
「
五
常
引
業
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
五
常
の
実
行
は
人
趣
へ
の
引
業
に
な
る
」
と
い
う
の
が
前
提
と
な
る

0

0

0

0

0

結
論
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
「
行
同
益
別
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
「
益
別
」
に
つ
い
て
、
宝
門
の
学
匠
で
あ
る
宥
快
は
『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』

に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
説
を
し
て
い
る
。

①

「
益
別
」
と
は
、
俗
典
の
五
戒マ

マ

は
只
現
世
の
美
名
を
飛
ば
し
、
後
世
の
因
果
を
談
ぜ
ず
。
内
教
の
五
戒
は
現
世
に
は
大
名
聞
有
り
、
当
来
に
は

人
天
に
生
ず
。
乃
至
、
近
く
は
人
天
に
趣
き
、
遠
く
は
仏
果
に
趣
く
功
有
る
が
故
な
り
。
…
…
②

五
常 

人
中
の
引
業
と
成
る
か
の
事
は
論
義
な
り
。

若
し
人
中
の
引
業
と
成
る
義
な
ら
ば
、
此
の
解
釈
、
如い

か

ん何
が
之
を
会
通
す
る
可
き
か
。
答
う
、
此
れ
は
且
く
俗
典
の
所
判
に
任
せ
て
内
外
一
往
の

分
別
な
り
。
理
実
に
は
、
行
同
な
る
が
故
に
益
同
な
る
可
し
。
（
［
続
真
全
］
一
九
巻
、
九
〇
頁
・
上
）

　

こ
こ
で
は
二
つ
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
①
が
通
常
の
解
釈
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
②
は
「
五
常
引
業
」
用
の
解
釈
と
言
え
る
。
論
義
に
お
い

て
は
結
論
が
先
行
す
る
た
め
に
、
空
海
の
著
作
に
対
し
て
も
、
独
特
の
―
―
や
や
も
す
れ
ば
曲
解
に
類
す
る
よ
う
な
―
―
解
釈
が
必
要
と
な
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
す
で
に
１
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
答
方
は
②
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
た
。

　

と
は
い
え
、
論
義
の
場
は
完
全
な
出
来
レ
ー
ス
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
五
常
引
業
」
の
議
論
に
お
い
て
、
難

方
は
的
確
な
批
判
を
提
出
し
、
答
方
を
沈
黙
に
追
い
込
ん
で
い
る
。
こ
の
例
に
よ
れ
ば
、
〈
結
論
あ
り
き
の
問
答
〉
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
難
方
は
相

当
自
由
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
―
―
す
な
わ
ち
、
難
方
が
自
由
に
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
こ
と
―
―
が
、

２
節
・
３
節
で
述
べ
た
『
宗
義
決
択
集
』
の
論
義
の
「
議
論
ら
し
さ
」
の
内
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
『
宗
義
決
択
集
』
の
テ

キ
ス
ト
と
し
て
の
お
も
し
ろ
さ
で
あ
る
。
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ま
と
め
る
と
、
『
宗
義
決
択
集
』
の
論
義
、
と
く
に
「
五
常
引
業
」
の
論
義
か
ら
読
み
取
れ
る
〈
論
義
の
あ
り
方
〉
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
論
義
は
〈
結
論
あ
り
き
の
問
答
〉
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
論
義
が
「
学
修
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
役
割
を
も
つ
た
め
の
必
然
で
あ
る
。

・
と
は
い
え
、
難
方
は
自
由
に
批
判
・
反
論
を
し
、
自
身
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
見
解
の
中
に
は
、
今
日
空
海
の

著
作
を
読
む
に
あ
た
っ
て
参
照
す
べ
き
、
有
益
な
も
の
も
あ
る
。

・
た
だ
し
、
論
義
そ
の
も
の
は
あ
く
ま
で
〈
結
論
あ
り
き
の
問
答
〉
で
あ
り
、
そ
の
中
で
難
方
の
見
解
が
承
認
さ
れ
た
り
、
発
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

・
総
じ
て
言
え
ば
、
論
義
の
場
に
お
い
て
は
、
自
由
に
議
論
は
で
き
て
も
、
新
た
な
理
論
を
創
造
・
確
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
『
宗
義
決
択
集
』
「
五
常
引
業
」
を
題
材
と
し
て
、
論
義
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
論
義
に
お
い
て
「
弘
法
大
師
の

思
想
」
が
ど
の
よ
う
に
「
展
開
」
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

結
論
を
言
え
ば
、
論
義
に
お
い
て
は
「
弘
法
大
師
の
思
想
」
は
「
展
開
」
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
論
義
が
学
修
の
場
で
あ
り
、
新
た
な
理
論
を
創

造
す
る
場
＝
思
想
を
展
開
す
る
場
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
議
論
の
中
で
「
展
開
」
の
芽
は
生
ま
れ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
芽
は
「
論
義
」
の
場
で

は
育
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
芽
は
「
論
義
書
」
と
い
う
場
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
「
展
開
」
の
芽
を
掘
り
起
こ
し
、
「
研
究
」

と
い
う
新
た
な
場
で
育
て
て
み
る
こ
と
が
―
―
言
い
換
え
れ
ば
、
論
義
に
も
と
づ
い
て
「
弘
法
大
師
の
思
想
」
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
―
―
、
今
後
『
宗

義
決
択
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
論
義
書
」
を
読
む
上
で
の
、
大
き
な
課
題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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附
記

２
節
に
お
い
て
、
『
宗
義
決
択
集
』
所
収
の
「
五
常
引
業
」
の
内
容
を
、
寿
門
の
論
義
書
で
あ
る
印
融
『
杣
保
隠
遁
鈔
』
所
収
の
「
六
心
人
中
引
業
事
」
と
比
較
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
前
者
が
よ
り
「
議
論
ら
し
い
議
論
」
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
宝
門
と
寿
門
の
学
風
の
違
い
に
基
づ
く
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
両
著
作
の
性
格
に

よ
る
も
の
な
の
か
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
大
学
院
生
の
亀
位
昌
芳
氏
か
ら
「
長
覚
の
著
作
『
大
疏
指
南
鈔
』
に
も
「
六
心
人
中
引
業
事
」

の
論
則
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
の
教
示
を
得
た
。
そ
の
内
容
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
宗
義
決
択
集
』
「
五
常
引
業
」
の
特
徴
も
よ
り
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
課
題
と
し
た
。

　

注・
『
宗
義
決
択
集
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
真
言
宗
全
書
』
一
九
巻
を
用
い
た
。
「
五
常
引
業
」
は
三
三
一
頁
・
下
～
三
三
五
頁
・
上
で
あ
り
、
引
用
に
際
し
て
一
々
の
頁
数
は
提

示
し
な
か
っ
た
。

・
以
下
の
略
称
を
用
い
た
。

 

［
定
弘
全
］ 

＝
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』

 

［
大
正
］ 

＝
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』

 

［
真
全
］ 

＝
『
真
言
宗
全
書
』

 

［
続
真
全
］ 

＝
『
続
真
言
宗
全
書
』


